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　　２・３面

予算構成と主な施策

平成3年度当初予算案
総額655億8,078万円を計上

市
制
施
行
4
0
周
年
記
念

事
業
な
ど
を
含
む

　
三
月
定
例
市
議
会
は
、
二
月
二
十
八
日
出
に

開
会
、
三
月
二
十
六
日
輿
ま
で
の
会
期
で
、
平

成
三
年
度
当
初
予
算
案
な
ど
が
審
議
さ
れ
て
い

ま
す
。
池
本
市
長
は
初
日
、
新
年
度
の
施
政
方

針
を
述
べ
、
夢
と
ロ
マ
ン
に
満
ち
た
’
み
ど
り

ゆ
た
か
な
、
住
み
た
い
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
人

間
都
市
、
宇
治
」
の
実
現
を
目
指
し
て
一
層
努

力
す
る
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

　
当
初
予
算
案
で
は
、
新
庁
舎
建
設
、
植
物
公

　
二
月
二
十
八
日
田
の
三
月
定
例

市
議
会
で
、
池
本
市
長
は
、
平
成

三
年
度
の
施
政
方
針
か
述
べ
、
基

本
姿
勢
や
基
本
政
策
夕
明
ら
か
に

す
る
と
共
に
、
総
額
六
百
五
十
五

億
八
千
七
十
八
万
八
千
円
の
新
年

度
予
算
案
の
概
要
蛮
萌
し
ま
し

た
。

　
一
般
会
計
の
総
額
は
四
百
十
一

億
六
千
四
十
八
万
円
。
前
年
度
比

二
〇
・
六
り
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
近
年
蓄
え
て
き
た
財
政
力

　
　
　
　
心
・

　
　
　
　
　
　
１

７
年
度
完
成
予
定
の
植
物
公
園
。
市
民
の
’
緑
の

拠
点
’
と
な
る
も
の
で
す
。

を
基
盤
と
し
て
、
財
源
を
確
保
し
、

健
全
財
政
か
羅
持
し
た
内
容
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
三
年
度
は
市
制
施

行
四
十
周
年
記
念
事
業
の
期
間
に市長に聞

きました

　
－
三
年
度
の
予
算
は
総
額
で

一
六
・
五
％
と
大
き
な
伸
び
に
な

り
ま
し
た
ね
。

市
長
そ
う
ぶ
右
。
平
成
三
年

は
市
制
施
行
四
十
周
年
に
面
容
、

こ
れ
ま
で
課
題
と
な
っ
て
い
た
諸

事
業
を
実
現
す
る
た
め
、
新
庁
舎

建
設
忿
賢
Ｘ
夭
き
な
記
念
事
業

夕
行
い
、
活
力
と
魅
力
あ
る
都
市

を
築
き
上
げ
て
い
く
新
た
な
出
発

点
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

積
極
型
予
算
に

予定の新庁舎４年３月完成

あ
た
る
た
め
、
新
庁
舎
建
設
・
植

物
公
園
（
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
’
‐
‐
・
）
．

建
設
な
芦
夭
型
の
記
念
事
業
、
五

月
に
行
わ
れ
る
京
都
み
ど
り
の
祭

典
（
第
四
十
二
回
全
国
植
樹
祭
）

園
建
設
、
紫
式
部
文
学
賞
な
ど
の
市
制

施
行
四
十
周
年
記
念
事
業
を
計
上
し
て

お
り
、
一
般
会
計
が
四
百
十
一
億
六
‘

千
四
十
八
万
円
、
特
別
・
企
業
会
計
｀

を
含
め
る
と
総
額
六
百
五
十
五
億
　
’
｀

八
千
七
十
八
万
八
千
円
。
前
年
度
　

こ

比
一
六
ｉ
％
増
゜
積
極
型
予
算
　
融

と
な
っ
て
い
ま
す
（
ニ
・
三
面
に
予
算
の

を
掲
載
）
。

関
連
事
業
、
更
に
第
三
次
総
合

計
画
の
初
年
度
に
も
あ
た
っ
て
お

り
、
都
市
基
盤
整
備
事
業
や
教
育
・

福
祉
事
業
な
ど
を
、
積
極
的
に
計

上
し
て
い
ま
す
。

　
予
算
特
別
委
で
審
議

　
市
議
会
で
は
、
各
予
算
案
な
ど

を
審
議
す
る
た
め
、
三
月
二
日
出

に
予
算
特
別
委
員
会
（
十
八
人
）

住
民
の
要
望
も
多
様
化
し
て
き
て
い
ま
す
し
、

ハ
ー
ド
面
に
加
え
て
ソ
フ
ト
面
に
も
、

一
層
、
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
三
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
宇
治
市
第
三
次
総
合
計
画
に
沿

っ
た
事
業
を
予
算
化
し
た
と
い
う

こ
と
で
、
こ
ラ
し
た
積
極
型
予
算

’
に
な
っ
た
わ
け
で
ｙ
。
　
　
。
‐

　
－
宇
治
市
第
＝
一
次
総
合
計
画

に
つ
い
て
説
明
し
て
い
た
だ
け
ま

す
か
。

市
長
複
雑
に
変
化
す
る
現
代
社

会
の
中
で
は
、
都
市
の
将
来
像
を

明
確
に
し
て
、
計
画
的
に
行
政
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
毒
ｙ
。

つ
ま
り
、
こ
ラ
あ
る
べ
き
だ
と
い

う
都
市
の
理
″
収
君
逗
1
5
　
、
そ
れ

に
向
か
っ
て
事
業
名
竹
っ
て
い
く

わ
け
で
す
ね
。
そ
れ
で
今
回
、
西

暦
二
〇
〇
〇
年
夕
展
望
し
た
、
宇

治
市
と
し
て
第
三
次
の
総
合
計
画

m
.
定
し
た
も
の
で
す
。

　
－
第
一
二
次
総
合
計
画
の
特
徴

は
ど
う
い
う
点
に
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

市
長
産
業
某
盈
、
こ
れ
は
地
域

産
業
に
加
え
て
新
し
い
技
術
産
業

の
創
設
も
目
指
す
と
い
う
こ
と
な

ん
で
す
か
、
そ
の
整
備
を
打
ち
出

し
た
こ
と
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の

十
年
間
で
特
に
大
き
な
課
題
と
な

る
も
の
に
つ
い
て
、
国
際
化
社
会

へ
の
対
応
、
生
涯
学
習
の
推
進
な

ｙ
午
三
の
重
点
的
課
題
を
設
定
し

た
こ
と
。
そ
れ
に
、
快
適
な
都
市

づ
く
り
碧
訂
固
的
に
進
め
る
た
め

に
、
詳
仰
笙
地
利
用
計
画
を
策

定
し
た
こ
と
な
ど
で
す
ね
。

　
－
そ
れ
で
は
、
第
三
次
総
合

計
画
の
初
年
度
に
あ
た
る
、
平
成

一
二
年
度
の
予
算
の
編
成
方
針
に
つ

い
て
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

市
長
私
か
市
長
に
就
任
し
て
十

年
目
忿
な
を
キ
か
、
こ
の
間
、

都
市
基
盤
の
整
備
を
積
極
的
に
推

し
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ふ
礒
は
そ
う
い
う
ハ
ー
ド
面
に
加

え
、
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に

〈
Ｂ
せ
て
、
ソ
フ
ト
面
に
も
Ｉ
層

力
牽
八
れ
て
い
書
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
ｉ
具
体
的
な
ハ
ー
ド
事
業
は
。

「紫式部市民文化賞」の受賞式は、

今年11月に行われます。

を
設
置
。
委
員
長
に
江
口
辰
造
議

員
、
副
委
員
長
に
丹
羽
広
一
郎
議

員
か
選
出
し
ま
し
た
。

　
同
委
員
会
は
、
三
月
十
一
日
囲

か
ら
二
十
二
日
㈹
ま
で
の
間
に
七

回
開
か
れ
、
慎
重
に
集
中
審
議
し

ま
す
。

市
長
新
庁
舎
建
設
、
植
物
公
園

の
整
備
、
長
年
の
念
願
だ
っ
た
Ｊ

Ｒ
六
地
蔵
新
駅
の
宇
治
市
内
設
置

が
決
ま
っ
た
の
べ
に
そ
の
周
辺
整
備
、

京
阪
宇
治
駅
前
広
場
の
再
整
備
、

下
居
大
久
保
線
窓
賢
島
と
す
る

道
路
網
や
公
共
下
水
道
の
整
備
、

墓
地
公
園
整
備
事
業
の
着
手
な
ど

が
主
な
も
の
で
す
。

　
Ｉ
ソ
フ
ト
事
業
で
は
。

市
長
老
ｙ
、
五
月
に
本
市
か
函

場
と
し
て
行
わ
れ
る
「
京
都
み
ど

り
の
祭
典
」
（
第
4
2
回
全
国
植
樹

祭
）
か
成
功
に
導
ぐ
こ
と
、
十
一
月

の
「
紫
式
部
文
学
賞
」
受
賞
式
と

そ
れ
に
伴
う
イ
ベ
ン
ト
「
源
氏
ろ

ま
ん
Ｉ
」
の
開
催
、
ま
た
「
宇
治

市
生
涯
学
習
推
進
会
議
」
の
設
置
、

「
宇
治
市
長
寿
社
会
プ
ラ
ン
」
の
策

定
な
ど
教
育
・
福
祉
面
の
充
実
、

同
和
対
策
で
は
職
業
・
教
育
対
策

や
市
民
啓
発
を
積
極
的
に
進
め
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
二
十
一
世
紀
に

向
け
て
夢
と
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る

「
み
ど
り
ゆ
た
か
な
、
住
み
た
い
、

住
ん
で
五
回
だ
人
間
都
市
、
宇

治
」
の
実
現
の
た
め
の
事
業
に
取

り
組
盛
以
旨
限
ｙ
思
い
ま
す
。

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、

る／

主催◆宇治市公園公社(電話33･4001)・

国
民
年
金
な

出
生
届
’

室
で
受
け

保
育
所
・

ど
お
り
業

再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
Ｉ
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆
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平成３年度の予算編成にあたって

市
役
所
は
、
４
月
か
ら

第
２
・
第
４
土
曜
日
は

閉
庁
し
ま
す
。

花いっぱい、緑豊かなまち

づくり

花と緑のフェスティバル

3月21日（祝）午後1時～4時

黄檗体育館………体青館前芝生広場



政 だ よ 1991年（平成３年）３月11日発行（2）

ろまん'91」を開催します，

現します。

21世紀への新たな出発点

　平成3 年度の一般会計の予算総額は､411億

6,048万円。市制施行40年を経て､21世紀を目

指す第3次総合計画の初年度として、新庁舎

や植物公園建設、J R六地蔵新駅設置などの

大型事業から身近な福祉施策まで、７つの基

本施策(下段囲みに掲載)を柱とする事業に積

極的・効率的に配分。夢とロマンあふれるま

ちづくりを進めます。

411

億円4

11億

円41

1億円

の内訳は

゛意8.784万円(4.8％)

地方譲与税

9億3.900万円(2.3％)

　
平
成
三
年
度
予
算
案
の
主
な
施
策
と
予
算
額
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
市
の
予
算
は
、
一
般
の
行
政
運

営
に
必
要
な
経
費
を
計
上
す
る
一
般
会
計
、
特
定
の

事
業
を
行
う
場
合
に
別
に
経
理
す
る
特
別
会
計
、
水

道
企
業
会
計
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
ら
を
合
わ
せ

た
来
年
度
の
予
算
総
額
は
、
六
百
五
十
五
億
八
千
七

十
八
万
八
千
円
（
対
前
年
度
比
一
六
・
五
％
増
）
で
す
。

その他34億3.947万円(8.4％)

平成３年度当初予算規模 単位：千円

　　A f.ふ｀-k
乙をふ洵t

会　　計　　名 平成３年度
当初予算額

平成２年度
当初予算額

仲び率(%)

一　　般　　会　　計 41,160,48034,118,290 20.6

交通災害共済事業 44,000 45,000 △2.2

国民健康保険事業 6,741,596 6,228,5'00 8.2

公共下水道事業 4,464,397 3,988,835 11.9

住宅新築資金等貸付事業 37,230 37,486 △0.7

老　人　保　健　事　業9,051,140 8,509,400 6.4

簡　易　水　道　事　業 20,765 20,814 △0.2

火　災　共　済　事　業 16,200 15,350 5.5

墓　地　公　園　事　業 253,000 - 皆増

特　別　会　計　合　計20,628,32818,845,385 9.5

企　業（水　道）会　計3,791,980 3,321,227 14.2

総　　　計 6r>,580,78856,284,902 16.5

期
待
に
こ
た
え
る
諸
施
策
を
展
開

1222

　　160万円

　　300万円

　｜,000万円

|億4,750万円

　｜,905万円

　3,903万円

　　500万円

　｜,149万円

　　　　2,485万円

　　　　2,040万円

　　　　3,927万円

　　　　　653万円

　　　　｜,836万円

　　　　　943万円

　　　　　237万円

　　　　　120万円

i業　　　　250万円

　　　　　　14万円

浦助金　2,000万円

　　　　9,447万円

　　16億6,500万円

　家庭奉仕員派遣

　民間保育所運営費

保　　健

　各種検診健康診査

　福祉医療

　訪問指導

　保健指導事業

　　4,053万円

目億3,935万円

　1億564万円

1億7,151万円

　　635万円

　2,424万円

☆宇治川花火大会負担金

　温泉等開発探査費

☆産業活性化対策事業補助金（サンフェア宇治'91）

　中小企業助成事業

〇宇治茶宣伝事業補助

O農業用水改良工事

　農業基盤整備事業

○☆日・ソ対抗バレーボニル試合

○☆国内スポーツ交流事業

　☆市民総体開催事業

　〇青少年野外活動センター調査費

　600万円

2,860万円

　500万円

2,557万円

1,000万円

｜,000万円

4,511万円

700万円

200万円

215万円

30万円

天ヶ瀬森林公園施設整備費

黄槃体育館等管理運営費

｜,200万円

9,003万円

同和対策

　道路改良事業

　同和教育推進事業

　社会同和教育事業

地域づくり

3,060万円

　693万円

　528万円

Ｏ（仮）東宇治コミュニティセンター建設設計委託等・用地購入

　事業（債務負担行為３億5,200万円含む）　　3億6,900万円

　集会所建設事業　　　　　　　　　　　　　　　　5,999万円

　平和都市推進協議会補助金　　　　　　　　　　　　170万円

　国際交流事業　　　　　　　　　　　　　　　　　2,874万円

市民の知恵と活力を生かし

清潔でむだのない市政の推進

☆新庁舎建設事業

Ｏ行政総合ＯＡの構築

〇市政だより縮刷版発行

☆市制40年誌発行

☆議会史発行

　行政サービスコーナー運営経費

49億7,828万円

　　8,682万円

　　　530万円

　　｜,584万円

　　　355万円

　　｜,303万円

一
般
会
計

平
成
3
年
度
予

算
案

健康をはぐくむスポーツ・レクリエーションの振興

新しい観光資源開発とお茶などの地域産業の振興

基本的人権が尊重される地域社会の形成

高齢化社会
に対応した
生きがいの
ある市民生
活
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国
民
健
康
保
険
事
業
で
は
、
六

十
七
億
四
千
百
六
十
万
円
（
前
年

度
比
八
・
二
％
増
）
か
１
　
上
し
て

い
ま
ず
。

　
入
院
医
療
費
牽
甲
心
に
医
療
費

か
か
さ
み
。
厳
し
い
財
政
運
営
を

強
い
ら
元
て
い
車
ふ
、
こ
れ
ま

で
の
累
積
赤
字
が
一
定
解
消
す
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
新
年
度
は
搦
汀

の
保
険
料
率
を
据
え
置
μ
ま
す
。

　
こ
シ
し
た
中
、
人
間
ド
″
ク
助

成
対
象
者
聚
詔
や
す
な
ど
、
健
康

づ
く
り
を
逗
め
る
と
共
に
、
保
険

　
公
共
下
水
道
事
業
で
は
、
四
十

四
堡
〈
千
四
百
四
十
万
円
（
前
年

度
比
一
一
・
九
％
増
）
か
計
上
し

て
い
ま
す
。

　
本
市
の
公
共
下
水
道
事
業
は
、

昭
和
六
十
一
年
度
に
東
宇
治
処
理

区
、
平
成
元
年
度
に
は
洛
南
処
理

区
で
供
用
を
開
始
。
平
成
三
年
一

月
末
の
普
及
率
は
、
一
八
・
六
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、

両
処
理
区
で
の
整
備
か
促
進
し
、

岡
囚
　
両
国

（
門
唐

岡
囚

料
収
納
率
の
向
上
、
医
療
費
の
適

正
化
な
ど
、
事
業
の
健
全
化
に
向

け
て
、
一
層
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

と
り
わ
け
中
宇
治
地
域
で
の
早
期

供
用
開
始
を
目
指
し
ま
す
。

　
市
に
は
、
八
事
業
の
特
別
会
計
と
水
道
企
業

会
計
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
国
保
・
公
共

下
水
道
・
墓
地
公
園
事
業
と
水
道
事
業
の
あ
ら

ま
し
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

ｔ
百
九
十
八
万
円
（
前
年
度
比
一

四
一
・
二
％
増
）
か
計
上
し
て
い
ま

　
年
々
増
加
す
る
水
需
要
に
対
応

一
る
た
め
、
西
小
倉
浄
水
場
の
配

ふ
池
建
設
、
山
城
中
区
配
水
池
建

改
な
ど
の
施
設
整
備
と
、
老
朽
化

し
た
配
水
管
の
補
修
な
ど
施
設
維

認
許
阿
的
に
進
め
ま
す
。

墓
地
公
園
事
業
を
新
設

公
共
下
水
道
事
業
に
4
4
億
円

▲秋には紫式部文学賞・同市民文化賞の受賞式に合わせてイベント「源氏

　平等院では音と光によるパフォーマンスを展開｡平安王朝文化の雅を再

411億円の内訳

は
消防費12億8.355万円(3.1％)

緑豊かな住みよいまちづくり

　まちづくり計画策定費　　　　　　　　　　　　　｜,196万円

Ｏ駅周辺整備基本計画策定事業　　　　　　　　　　4,000万円

O J R六地蔵新駅設置及び関連事業　　　　　15億4,763万円

道路・河川

　道路等維持補修事業　　　　　　　　　　　　3億7,699万円

　道路等新設改良事業　　　　　　　　　　　　7億9,223万円

　都市計画街路事業(債務負担行為9億7,000万円含む)2I億7,530万円

　　(下居大久保線・宇治槙島線・京阪宇治駅前交通広場)

　私道整備事業補助金　　　　　　　　　　　　　　　600万円

　河川・排水路整備事業　　　　　　　　　　　3億9,745万円

　宇治橋架け替え等府営事業負担金　　　　　　|億6,820万円

公　　園

☆宇治植物公園(フラワーセンター)整備事業　8億8,696万円

☆大吉山整備事業　　　　　　　　　　　　　　　　　600万円

　公園整備事業　　　　　　　　　　　　　　　　　6,112万円

住　　宅

Ｏ市営住宅大久保旦椋団地建て替え事業　　　　6億4,318万円

　　(債務負担行為4億2,650万円含む)

防　　災

o棋島消防分署救急隊新設準備費　　　　　　　　　　341万円

　消防施設整備事業　　　　　　　　　　　　　　　4,6日万円

Ｏ自治会等訓練用消火器整備　　　　　　　　　　　　49万円

環　　境

　全国植樹祭開催推進事業

　緑化推進事業

Ｏ名木川河川環境整備事業

　リサイクル推進事業

　城南衛生管理組合分担金

暮らし

Ｏ自転車等放置防止対策事業

　自転車等駐車場管理運営経費

　消費生活事業

　　2,800万円

　　　836万円

　　2,663万円

　　　926万円

16億9,555万円

3,453万円

4,190万円

　332万円

明日に向かう教育の充実と

ふるさと文化の創造

　教　　育

　　小・中学校大規模改造事業

　　中学校柔剣道場新築事業

　○視聴覚教材ライブラリー設置事業

　　教育用コンピューター整備事業

　　総合教育センター建設実施設計

　　私立幼稚園就園助成補助金

　　小・中・幼施設維持整備事業

　〇英語指導助手招致事業

　市民文化

Ｏ☆「紫式部文学賞・市民文化賞」の発表

Ｏ☆「紫式部文学賞」イベント

I億7,000万円

　8,133万円

　1,000万円

　4,930万円

　2,000万円

|億2,237万円

l億9,890万円

　　417万円

2,858万円

|億900万円

Ｏ☆シンポジウム「宇治の原像を探る」

〇☆源氏物語関連図書の収集と展示

　☆特別展示「源氏物語の世界」

　○源氏物語散策の道整備事業

　’図書購入事業

　　文化財保護事業

　〇万葉歌碑建立

　　公民館活動運営事業

社会福祉

　民生児童委員活動助成

　社会福祉協議会運営補助

　在宅老人デイ・サービス事業

○ホームヘルプセンター運営

o介護者激励金支給

　長寿社会プラン策定

Ｏ長寿社会シンポジウム開催

　一人暮らし老人給配食サービス事業補助

　在宅寝たきり老人等介護者リフレッシュｌ

Ｏ高齢者公衆浴場無料入湯補助

○精神薄弱者通所授産掘覚リサイクル設備gfii

　心身障害児通園事業委託

　生活保護扶助費

　　　衛生費32億5.655万円（7.9％）一陣,）　　　　．．
　　　健康で快適な生活のための費ﾐ鋲.屈　　総歴

　　　用に　　　　　　　　

皿

総説　｜ヨ

公債費　　　　　　　　　　撮涼感図泥泥　｛生事1

35億2.685万円（8.8％）　　　　難冷蕊洽こ　一回

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　歳　　出
　　　　　　　　　　　’y･●‘y,-･.~.,..W.･WW
教育費39億8.452万円（9.7％）到ミミヨ^1'億6,048万円

豊かな知恵と力と人間性を養う吽三苛茫々

ための，教育環境づくりの費用苛がX･.･･････　　　　　　.･づ
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　　　　　　　　土木費　　　　　　　　　　　　
言

　　　　　　　　75億2.985万円（18.3％）　　　　⑤

　　　　　　　　道路や公園など都市基盤整備の　　　I｀

　　　　　　　　費用に
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特
別
企
業
会
計

高齢化社会に対応した生きがいのある市民生活

公
共
下
水
道
事
業

国
民
健
康

保
険
事
業

ふ

_＿

- 　 一 一

一 一 一 一 一

　

ｉ

｜

｜

１

｜

墓
地
公
園
事
業

水
道
事
業

一般会計・主な施策と予算額

各事業の内訳

●国民健康保険事業67億4.160万円

●公共下水道事業　44億6.440万円

●水道Ⅲ業　　　　37億9.198万円

〈うち　収益的支出29億4,088万円〉



市
民
の
ひ
ろ
ば

　
宇
治
公
民
館

　
ま
つ
り

　
入
場
は
無
料
。
問
い
合
わ
せ
は

宇
治
公
民
館
（
豊
2
1
・
2
8
0
4
）

へ
。

　
▼
と
き
。
：
３
月
3
0
日
出
―
午
後

１
時
～
９
時
、
３
月
3
1
日
面
４
午

前
1
0
時
～
午
後
５
時
▼
と
こ
ろ
・
：

宇
治
公
民
館
▼
内
容
・
：
公
民
館
バ

ザ
人
3
0
日
）
、
わ
あ
ワ
ア
討
論
会
。

　
「
国
際
交
流
っ
て
、
私
ら
ど

ま
す
ぬ
ん
？
」
（
3
1
日
）
、
宇

の
4
0
年
史
写
真
展
、
発
表
の

展
示
の
部
、
あ
そ
び
の
広
場

Ｉ
ニ
バ
ル
広
場
、
模
擬
店
（

犬
｛

両
日
｝
。

　
中
央
公
民
館

　
サ
ー
ク
ル
発
表
会

　
問
い
合
わ
せ
は
中
央
公
民
館

（
a
2
0
・
1
4
1
1
）
へ
。
入
場
無
料
。

〈
展
示
の
部
〉
▼
と
き
・
・
・
３
月
1
6

日
出
・
1
7
日
㈲
、
午
前
1
0
時
～
午

後
４
時
▼
と
こ
ろ
…
中
央
公
民
館

展
示
集
会
室
ほ
か
▼
出
展
・
：
陶
芸
、

木
彫
、
木
工
、
日
本
画
、
文
章
、

映
画
・
ビ
デ
オ
、
天
文
。

　
〈
ゆ
う
あ
い
劇
場
〉
▼
と
き
・
：
３

月
1
7
日
間
、
午
後
１
時
半
開
演
▼

と
こ
ろ
・
：
中
央
公
民
館
展
示
集
会

室
▼
内
容
：
人
形
劇
、
和
太
鼓
、

　
な
つ
か
し
い
宇
治
の
姿
が
よ
み
が
え
る
Ｉ
宇
治
公

民
館
ま
つ
り
で
は
「
さ
か
え
ゆ
く
宇
治
市
の
4
0
年
史
・

写
真
展
」
を
開
催
。
順
次
、
他
の
公
民
館
ま
つ
り
で
も

開
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

消
費
者
コ
ー
ナ
ー

　
湾
岸
戦
争
の
際
に
は
、
第
三

次
の
石
油
危
機
の
到
来
が
心
配

さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今
回

は
、
テ
レ
ビ
な
Ｉ
芯
よ
く
耳
に

す
る
、
我
が
国
の
石
油
備
蓄
状

況
を
取
り
上
げ
ま
す
。

　
我
が
国
の
備
蓄
は

　
約
５
ヵ
月
分

　
過
去
二
回
の
石
油
危
機
の
経

験
か
ら
も
分
か
る
ぶ
つ
に
、
石

油
需
要
の
九
九
・
七
％
を
、
中

東
を
は
じ
め
海
外
の
産
油
国
に

依
存
し
て
い
る
我
が
国
に
と
っ

て
、
も
し
石
油
の
輸
入
が
止
ま

れ
ば
、
大
変
な
事
態
に
な
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
緊
急

事
能
が
起
こ
っ
た
場
合
の
石
油

の
安
定
供
給
対
策
と
し
て
、
石

機
関
（
Ｉ
Ｅ
Ａ
）
加
盟
国
の
平

均
備
蓄
量
は
、
百
五
十
二
日
分

で
す
か
ら
、
今
後
と
も
。
拡
充
・

強
化
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
洋
上
や
陸
上
・

　
地
中
な
ど
さ
ま
ざ
ま

　
国
家
備
蓄
に
つ
い
て
は
、
建

そ
の
③
　
石
油
備
蓄

油
備
蓄
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
九
八
九
年
十
一
月
現
在
の

我
が
国
の
備
蓄
量
は
、
民
間
備

蓄
が
九
十
三
日
分
、
国
家
備
蓄

が
五
十
二
日
分
で
、
合
計
百
四

十
五
日
分
、
八
千
三
百
一
土
八

万
キ
ロ
リ
″
ト
ル
あ
り
ま
ず
。

　
１
　
示
し
、
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー

設
中
を
含
め
、
全
国
十
ヵ
所
に

備
蓄
基
地
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
内
、
む
つ
小
川
原
（
青

森
県
）
、
福
井
（
福
井
県
）
、
上
五

島
（
長
崎
県
）
の
三
基
地
が
操
業

中
、
苫
小
牧
東
部
（
北
海
道
）
、

秋
田
（
秋
田
県
）
の
二
基
地
が

一
部
完
成
・
操
業
中
で
す
。
ま

民
館
（
容
3
2
・
8
2
9
0
）
へ
。
参

加
費
は
無
料
。

　
〈
絵
〉
▼
と
き
・
：
３
月
3
0
日
出
、

午
前
1
0
時
１
正
午
▼
対
象
…
市
内

在
住
の
小
・
中
学
生
▼
定
員
・
：
先

着
2
0
人
▼
持
ち
物
・
：
ク
レ
パ
ス
・

絵
の
具
な
ど
（
画
用
紙
は
用
意
し

ま
す
）
▼
指
導
…
四
季
彩
、
彩
。

　
〈
陶
器
づ
く
り
〉
▼
と
き
…
３
月

3
0
日
出
、
午
後
１
時
ｙ
３
時
▼
対

象
・
：
市
内
在
住
の
小
学
３
年
生

～
中
学
生
▼
定
員
…
先
着
2
0
人
▼

持
ち
物
・
・
令
兄
兄
・
エ
プ
ロ
ン

ー
（
粘
土
は
用
意
し
ま
す
）
▼
指
導

…
陶
芸
サ
ー
ク
ル
・
彩
炎
。げ

少
年
少
女

陸
上
競
技
教
室

▼
と
き
…
３
月
2
5
日
向
～
3
0
日

た
、
残
る
白
島
（
福
岡
県
）
、
志

璽
？
串
木
野
（
鹿
児
島
県
）
、

久
慈
（
岩
手
県
）
、
菊
間
（
愛
媛

県
）
の
五
基
地
が
建
設
中
と
な

っ
て
い
未
了
。

　
備
蓄
形
態
は
さ
ま
ざ
ま
で
、

陸
上
タ
ン
ク
は
も
と
よ
り
、
久

慈
、
菊
間
、
串
木
野
の
地
下
タ

ン
ク
、
秋
田
の
地
中
（
半
地
下
）

タ
ン
ク
、
上
五
島
、
白
島
の
洋

上
タ
ン
ク
方
式
が
あ
り
ま
す
。

特
に
、
上
五
島
の
基
地
は
、
世

界
初
の
洋
上
タ
ン
ク
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
石
油
は
、
暮
ら
し
や
経
済
に

出
と
４
月
２
日
㈹
・
３
日
困
、
全

８
回
。
午
前
1
0
時
Ａ
１
１
時
4
5
分
▼

と
こ
ろ
・
・
太
陽
が
丘
▼
対
象
・
・
・
小

学
生
▼
定
員
：
ｌ
ｏ
叉
（
多
数

の
場
合
は
抽
選
）
▼
参
加
料
・
：
3

2
0
0
円
▼
内
容
・
・
・
走
り
方
の
基

本
、
短
距
離
、
ハ
ー
ド
ル
、
走
り

幅
跳
び
、
走
り
高
跳
び
な
ど
▼
申

し
込
み
・
・
・
1
8
日
囲
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に
教
室
名
・

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
学

年
・
電
話
番
号
か
記
入
し
、
山
城

総
合
運
動
公
園
管
理
事
務
所
（
〒

6
1
1
広
野
町
八
軒
屋
谷
１
、
豊
2
4
・

1
3
1
3
）
へ
Ｊ

　
エ
ア
ロ
＆
ジ
ャ
ズ

　
講
習
会

　
▼
と
き
・
：
３
月
3
1
日
間
、
午
前

1
0
時
～
午
後
１
時
▼
と
こ
ろ
・
・
太

陽
が
丘
体
育
館
▼
対
象
・
：
高
校
生

以
上
▼
定
員
・
：
１
２
叉
▼
参
加

料
・
：
一
般
h
1
2
0
0
円
、
高
校

生
＝
８
０
０
円
▼
内
容
・
・
・
エ
ア
ロ

ビ
ク
ス
、
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
な
ど
の

基
礎
指
導
ほ
か
▼
申
し
込
み
…
2
3

日
出
（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
は
が

き
に
講
習
心
一
名
・
住
所
・
氏
名
・
年

齢
（
学
年
）
・
性
別
・
電
話
番
号
を

記
入
し
、
山
城
総
合
運
動
公
園
管

理
事
務
所
（
〒
6
1
1
広
野
町
八
軒
屋

谷
Ｉ
、
容
2
4
・
1
3
1
3
）
へ
。

　
京
都
府
勤
労
者

　
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

　
▼
と
き
・
：
６
月
1
6
日
面
▼
と
こ

ろ
…
府
立
丹
波
自
然
運
動
公
園
▼

種
目
・
…
ロ
ー
ト
レ
ー
ス
の
部
＝

1
0
♂
（
男
子
女
子
）
、
５
ａ
（
男

子
・
女
子
）
・
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
部

＝
３
”
ｎ
＞
参
加
資
格
・
：
府
内
在
住
・

在
勤
の
人
・
勤
労
学
生
。
ジ
ョ
ギ

ン
グ
の
部
は
親
子
（
小
・
中
学
生

に
限
る
）
の
参
加
も
可
▼
参
加
料

…
1
0
0
0
円
（
小
・
中
学
生
は

無
料
）
▼
申
し
込
み
…
３
月
1
8
日

間
～
４
月
1
8
日
出
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
、
所
定
の
用
紙
に
参
加
料

か
添
え
、
京
都
府
勤
労
者
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

　
（
〒
6
0
2
上
京
区
下
立
売
通
新
町
西

入
・
京
都
府
労
政
課
内
、
ａ
０
７

５
・
４
１
４
・
5
0
9
0
）
へ
。

譲りたい・譲ってほしい品物は登録を

リサイクル情報センター開設中

　市では、■M庭で眠っている品物を、有効

に利川するため、３月301l(I)まで、リサイ

クル情報センターを開設しています。譲り

たい品物・譲ってほしい品物がある人は、

センターまでご連絡ください。

ノ

自治振興課内（内線385）

平
成
３
年
度
版

市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
と
手
引
き

　
近
く
配
布
し
ま
す

　
市
で
は
、
平
成
三
年
度
版
の

「
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
と
手
び
き
」

　
（
Ａ
４
版
三
十
回
－
、
カ
ラ
ー

刷
り
）
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
カ
レ
ン
ダ
ー
の
各
月
に
は
、

行
事
予
定
や
税
の
納
期
な
ど
を

掲
載
。
家
族
の
予
定
や
出
来
事

な
ど
を
記
入
す
れ
ば
義
が
家

の
一
年
の
記
録
”
と
し
て
も
保

存
で
京
子
。
ま
た
、
手
び
き

に
は
、
保
健
予
防
や
燃
え
な
い

ゴ
ミ
収
集
の
年
間
日
程
、
各
種

相
談
あ
ん
な
い
な
ど
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。

　
今
月
中
に
は
、
各
町
内
（
自

治
）
会
長
さ
ん
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
各
家
庭
に
お
届
け
ず
る

予
定
で
す
。

　
町
内
（
自
治
）
会
に
加
入
し
て

い
な
い
家
庭
は
、
広
報
課
（
内

線
２
２
７
）
へ
電
話
か
来
庁
で

申
し
込
ん
蜃
逼
さ
い
。
ま
た
、

四
月
末
ま
で
、
文
化
セ
ン
タ
ー
、

西
小
倉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
、
宇
治
・
木
幡
・
小
倉
・
広

野
の
各
公
民
館
、
極
島
・
伊
勢

田
・
菟
道
・
平
盛
の
各
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
、
グ
リ
ー
ン
タ
ウ

ン
相
島
管
理
事
務
所
に
も
置
き

未
了
の
で
、
各
窓
口
に
申
し
出

て
ぐ
だ
さ
い
。

1224

　
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス

　
申
し
込
み
は
、
い
ず
れ
も
３
月

1
8
日
側
ま
で
に
社
会
福
祉
協
議
会

　
（
容
2
2
・
5
6
5
0
）
へ
。

　
〈
ボ
ー
リ
ン
グ
教
室
〉

　
▼
と
き
・
・
・
３
月
2
4
日
間
、
午
後

１
時
半
集
合
▼
と
こ
ろ
・
・
・
松
園
ボ

ま
だ
ま
だ
欠
か
せ
な
い
、
貴
重

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。
そ
れ
だ

け
に
、
一
人
ひ
と
り
か
よ
り
節

約
に
努
め
る
と
と
も
に
、
緊
急

時
の
対
応
策
と
し
て
の
石
油
備

蓄
、
と
匯
わ
け
国
家
備
蓄
夕
拡

充
・
強
化
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
の
で
す
。

　
　
〈
参
照
・
石
油
情
報
セ
ン
タ

ー
レ
ポ
ー
ト
〉

　
　
　
　
　
　
（
自
治
振
興
課
）

１
ル
（
小
倉
町
神
楽
田
）
▼
対
象
：

市
内
在
住
の
肢
体
障
害
者
・
車
い

す
利
用
者
と
介
護
者
▼
参
加
費
・
・
・

４
０
０
円
（
靴
券
含
む
）
▼
送
迎
の

必
要
な
人
に
は
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
〈
肢
体
障
害
者
の
集
い
〉

　
当
日
お
手
伝
い
い
た
だ
ぐ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
▼
と
き
…
３
月
3
1
日
㈲
、
午
前

９
時
総
｛
福
祉
会
館
前
出
発
・
午

後
６
時
帰
着
▼
行
き
先
…
神
戸
市

立
須
磨
離
宮
公
園
▼
対
象
・
定
員

…
市
内
在
住
の
重
度
肢
体
障
害
者

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
各
2
0
人
▼
参

加
費
…
５
０
０
円
▼
総
合
福
祉
会

館
ま
で
の
送
迎
が
必
要
な
人
に
は

で
き
る
だ
け
対
応
し
ま
す
。

　
え
ほ
ん
の
じ
か
ん

　
▼
と
き
・
・
・
３
月
1
3
日
困
、
午
後

３
時
半
ト
４
時
ｙ
と
こ
ろ
・
：
中
央

図
書
館
集
会
室
▼
内
容
…
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
な
ど
▼
対
象
・
：
３
～

４
歳
児
▼
参
加
費
・
・
・
無
料
▼
問
い

合
わ
せ
…
中
央
図
書
館
（
a
2
0
・

ｌ
５
　
１
１
）
へ
。

　
市
民
素
人

　
茶
香
服
大
会

　
市
長
杯
争
奪
の
個
人
戦
で
す
。

　
▼
と
き
・
・
・
３
月
2
3
日
出
、
午
後

６
時
半
～
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
公
民

館
▼
参
加
費
・
・
・
３
０
０
円
▼
申
し

込
み
・
：
2
2
日
出
ま
で
（
当
日
申
し

込
み
も
可
）
に
、
市
茶
業
青
年
会

会
長
・
高
村
幸
雄
さ
ん
（
容
2
1
・

2
5
4
0
）
か
同
青
年
会
会
員
・
洛

南
タ
イ
ム
ス
社
・
城
南
新
報
社
へ
。

　
神
経
難
病
相
談

　
▼
と
き
・
・
・
３
月
2
8
日
出
、
午
後

１
時
～
３
時
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
保

健
所
▼
対
象
・
・
・
神
経
難
病
患
者
・

そ
の
疑
い
の
あ
る
人
と
家
族
▼
内

容
・
・
・
専
門
医
師
（
京
都
大
学
医
療

技
術
短
期
大
学
部
教
授
・
藤
原
哲

司
さ
ん
）
に
よ
る
個
別
相
談
▼
申

し
込
み
・
：
2
7
日
困
ま
で
に
同
保
健

ｊ第6回宇治市発掘調査報告会

藤原氏と宇治

報告.

宇治市内の発掘調査成果

　　　2.木幡浄妙寺跡の発掘調査

講演　藤原氏と宇治

　　　　国際日本文化研究ｾﾝﾀｰ教授

　　　　　　　村井康彦さん
　入･場丿無料ば類］３月15日出　午後２時

文化センター小ホール

問い合わせ：社会教育課（内線475)

所
（
酋
2
1
・
2
1
9
1
）
へ
電
話
で
。

　
文
化
セ
ミ
ナ
ー

　
▼
と
き
・
・
・
３
月
1
8
日
㈲
、
午
後

１
時
～
２
時
半
▼
と
こ
ろ
…
宇
治

商
工
会
議
所
▼
テ
ー
マ
・
：
『
私
の

人
生
雑
感
』
▼
講
師
…
㈱
鼓
月
会

長
・
中
西
美
世
さ
ん
▼
受
講
料
・
・
・

無
料
▼
申
し
込
み
…
同
会
議
所

（
豊
2
3
・
3
1
0
1
）
へ
。

　
　
一
日
パ
ー
ト
・

　
サ
テ
ラ
イ
ト

　
主
催
す
る
「
城
南
パ
ー
ト
サ
テ

ラ
イ
ト
」
は
、
パ
ー
ト
の
職
業
相

談
・
紹
介
を
行
シ
た
め
、
宇
治
公

共
職
業
安
定
所
が
城
南
勤
労
者
福

祉
会
館
内
に
設
け
た
も
の
で
す
。

　
▼
と
き
…
３
月
2
0
日
吻
午
後

１
時
１
４
時
▼
と
こ
ろ
…
ニ
チ
イ

大
久
保
店
Ｉ
階
▼
問
い
合
わ
せ
…

城
南
パ
ー
ト
サ
テ
ラ
イ
ト
（
容
4
6
・

4
0
1
0
）
へ
。

な
る
ほ
ど
・
ザ

・
石
油

公民館

軽
音
楽
。

　
春
休
み

　
子
ど
も
教
室

会
場
・
申
し
込
み
と
れ
未
幡
公

－
－
‐
－
‐
‐
－
‐
‐
‐
‐
‐
－
‐
‐
－
｀

スポーツ

お知

らせ

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
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